
NO.9は深度 99mの作弁で ある。本弁は古里

温泉から約 2km西方の位置にあり ，畑地かんが

い用の水源確保を目指したものであったが，熱水

に当っ た。水温は 47
0
C (本地域の地下水温は 180

C前後である)で，塩素 イオン 634ppm，鉄分 42

ppmを含有している。

(猿山光男〉
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図 2-9-137 段階揚水試験結果図

5 

壱l岐島は面積 139km
2
を有し，第三紀の堆積岩の上位に更新世の玄武岩類がほぼ全域に分布

し，さらに完新世に活動したと思われる小規模なl質石丘が点在している。最も分布の広い玄武岩

類はかつて溶岩台地を形成していたが，現在は小河川によって浸食さ れている。本島の最高峰は

噴石丘からなる岳ノ辻で襟高 213m と低い。

島内には，約 4，800haの農地があり ，耕地率は 35%にも達している。農地のうち，50%に当

る2，400haは水田で‘あり， 島内の最大河川〈流域面積 27kmうであるi幡鉾)11沿いに発達する沖積

平野をはじめ，樹校状応発達する小河川沿いや河川に面した斜面上主台地上の平坦面の一部に分

不Hしてし、 る。

壱l技島の基盤は新第三紀に堆積した勝本層で，団結した暗灰色の砂措と頁岩の互層からなり，

島の北半部に分布する。本層は塊状であって亀裂などの発達がみられないため，部分的には地下

水取水が行われている ものの，全体として難透水層で，地下水開発の対象となりにくい。上位に

分布する長者原層比魚化石や植物化石を含む珪藻土層で，難透水層で、あり ，壱岐島の東南部な

どに局部的に分布する。壱岐層は鮮新世に堆積したと考えられており ，団結度の低い砂岩，泥岩，

J深岩および凝灰岩からなり ，壱岐島中央部の深江田{民地に比較的広く分布し，南岸にも局部的に

分布する。良好な帯水層でないが，被圧性の地下水が賦存する。壱:1岐層の上位に，鮮新世後期に

噴出した安山岩や流絞岩があり ，壱l岐島の南岸部に分布している。本局から裂か水が取水されて

い るが，その実態や水文地質構造は不明である。

これらの地層を覆って鮮新世末期から更新世にかけて噴出した玄武岩類が島のほぼ全域に分布
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表 2-9-31 壱岐島地質層序表 (九州農政局計画部(5)による〉

1也'1iu寺代 地g.j名

i'i'布:tJ百
第四紀

玄孟1措 JJ[

~山岩沼l

第三紀
2古岐屑

長者原屑

勝本層

ミ

間
90 

B 

用 1[1 tii:i 要

砂，粘土， 1潔
谷氏低I也や河川沿いのfl{;平野に分;{Ii

する。河lおIs{貨物からなる。

亀裂の発迷した屑相，赤紫色に瓜化
多種jJ[の玄武岩j容岩 した層制lがmなっている。

壱岐J;，'jの主lt:!な情水層

安山岩，vtt文岩 ぬの南部を中心に小区域に分布

砂岩，泥岩，1潔岩，凝灰岩等
米田結の地!習でぬの中予と部lこ広〈分
布

政務土j宵 j斗の南京都に小区域で分布

砂岩，瓦岩の互屑
j誌の北部!こ分布する。壱岐島のu;悠
岩で，地下水はIJfJ36不可

B 

030OOm 

A 

図 2-9-138 壱岐島水文地質図
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し，標高 20111.から 140mの溶岩台地を形成してい る。これ らの玄武岩類はアノレカリ かんらん石

玄武岩類を主とし， 10層の溶岩に区分されている (1)。それらの聞に凝灰岩，砂層，泥層，磯層な

どを挟む。溶岩流は多孔質であったり，収縮クラックが発達したりしているが， 上面や下面は風

化し，変質していることが多い。このように溶岩類が不規則に重なっ ているため，地下水は宙水

あるいは本水として存在 し， また，不圧状態や被圧状態になったり してい る。大局的には不圧地

下水として賦存 しているく表2-9-31)。

玄武岩類は比較的平坦な山体をな しているが，岳ノ辻(標高 213m)，津 ノ上山(標高 134111)お

よび鹿ノ辻(線高 101m)はやや突出している。これらの小山休は火口地形を有している (1)。こ

の火口周辺には，凝灰岩や凝灰角磯岩が分布し I噴石」主とされていて，その活動は完新世に及ん

でいると考えられている∞。

これらの溶岩台地 を浸食した河川や谷沿いには，沖積j習が発達 している。沖積層の層厚は 10

m以内である。

玄武岩類と下位の地層の境界は島の東側と西側の海岸部で海中に没している。このようなとこ

ろでは，地下水は流出しにくく貯留されているが，揚水によって塩水化 しやすい。一方，地層の

境界が海水面より高い位置にある北岸の勝本町や南岸の一部では，揚水による塩水化の心配はな

いが，地下水が湧水とな って流出してしまう。

壱岐島の水文地質図は図 2-9-138に示したが，本図では長者原j冒と壱岐層を一括して図示した。

(2) 地下水

壱岐は古くより河川水，小溜池および谷頭の湧水を利用 してきたが，第二次大戦後， ボーリン

グによる地下水開発が急速に行われた。

表 2-9-32 取水 施 設数 〈九州、|農政局 (1982)(5)による〉

hぐ
上 7.1< 1ー包ν 用

農業用
施設数|平均給水孟

官m 考

郷 ノ浦町 943本 24 本 2，470mf"日 農業用は 1980年調査。

勝 本 町 620 5 1，749 上水道用は 1982年調査。

芦 辺 町 833 21 2，280 

石 回 町 511 9 1.400 

計 59 7，899 

本島における農業用のボーリン グ数は，1980年の調査で，2，907本確認されている (5)。さらに，

1983年の千ばつ年に 74本新設され，2，980本前後分布している。これらのボ ー リン グの分布状

況は表 2-9-32に示した。表から 明らかなように，郷ノ浦町が 900本台，芦辺町が 800本台とな

っている。これらの農業用ポー リング 〈図2-9-139)は 100mm以下の小口径のもので，深度 30

-55mのものが 62%，深度 30m未満のものが 15%占める (図2-9-140)。ポ ー リン グ孔 の口元

はケ ーシン グされているが，以深の岩盤部は楳孔となっている ものがほとんどである。揚水ポン

プの電動機は 2kw未満の小出力のものが多く ，1/2 kw以下のものもめずらしくない。 70%程

度は取水量 40m
3/cl以下であ り，22%程度が 70m

3/cl以上である(図2-9-141)。低平地 で地下水
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位の浅い とこ ろにあるポンプは渦巻

ポンプであるが，棚固など地下水位

の深いところではピス トン ポ ンプが

使用されている。ボー リング l本当

りのかんがい面積 は 1ha以下で，

0.5 ha以下の込のが 80%を占めて

いる(図 2-9-142)。

この ように，小口径で深度 30m

以上の ボー リングを主とする理由は，

もちろん，大 口径深井戸を掘削する

資本蓄積がなかったことに もよるが，

大干ばつ時に急きょ掘削されたもの

取水量が少な

が多く ，迫田や小面積の開国であっ

たため個人で掘削し，

くて もよかったことなどが考えられ

る。
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回 500mメッシュ内の本数

井戸分布 図

(九州、|農政局計画部ωによる〉
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図 2-9-141 日取水量頒度図 図2-9-142 かんがい面積頻度図

(九州農政局 (5)により作成) (九州農政局{引により作成〕

図 2-9.~140 ポーリン グ深度頻度図

(jLナ1'[農政局により(凶作成〕
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表 2-9-33 ;貯水層定数一覧表(九州農政局計画部(5)による〉

揚一井戸 |叩数 透水係数
貯留係数

揚 水井|観測 井 川 s cmfs 

芦 辺 町 深 江レ--------
11 No.560-1 9.6 x 10 (4.8 X 10-2

) 8 X 10-.1 

11 No.560-2 6.8 x 10 (3目4X 10-2
) (8 X 10-2

) 

勝本町 No.34 (勝一段ーのレ------ 5.6 x 10 

11 No.20 5.1 x 10 2.0 X 10-2 6.7 X 10-4 

11 No.110 9.0 x 10 3.6 X 10-2 5.1 X 10-3 

勝本町西戸 創!No. 

ド:-111 1.1 x 10 (4.4 X 10-3) 8.7 X 10-3 

勝本町明日 73し------ 7.7 (3.8 X 10-3) 1.0 X 10-5 

11 No.70 6.2 x 10 (2.5 X 10-2
) 2.0 X 10-5 

11 No.74 7.4 (3.0 X 10-3) 1.5 X 10-8 

11 No.76. 1.3 x 10 (5.2 X 10-3) 1.7 X 10-4 

11 No.77 7.4 (3.0 X 10-3) 3.9 X 10-4 

勝 農 1ト/|1.6 x 10 6.7 X 10-3 

勝 農 2.6 x 10 1.1 X 10-2 3二
--------勝 農 〉4 lz

3.5 x 10 1.4 X 10-2 

平 3，6 x 10 1.5 X 10-2 3.2 X 10-3 

* 平均値は各井戸の平均値を算術平均した値。

23.6 60.2 684 79 763 I 701 I 47.4 

* 14.1 39.8 634 53 687 I 662 I ヰ9.5

26.8 1，011 56.4 946 82 1，028 I 757 I 42.4 

2，574 40.4 1，523 59.2 1，537 92 1，629 I 936 I 36.4 

* 欠測値 (5，6， 9， 10月〉があるため参考{直である。
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水している(表 2-9-32)。上水道用の地下水給水量は 1973年に 118万m3
であったものが，1982 

年に 277万 ln3 と10年間で 2.3倍に増加している。ただし 1人当りの給水量は 200ljdで、必ず

第 Z編870 

しも多くない。

農業用の地下水取水量は 440万 ln3程度であるが，1978年の干ばつ年には吻960万 n13にも達

している。 地下水によるかんがい面積は島内全水田面積の 35%に達している。

これらの地下水は主として玄武岩類から取水されているが，一部は壱岐層や勝本層からも若干

取水されている。玄武岩類から取水する大口径ポーリ ングの揚水試験によると，透水係数は10-4

~10-5mjs の範囲に あり ， かなり透水性がよい。しかし，貯留係数は 0.003 と かなり小さい本(表

2-9-33)。玄武岩類はクラ yクや間際の容積は小さいが，地下水の通しやすい地層になっている

ため，地下水の酒養源、があって，

ろに掘削する必要がある。

l憾鉾川河口の坊主橋地点 (流域面積 26.5km2
) における河川流量観測によると，地表水の流出量

は降水量の 56~60% を占める〈表 2-9-34)。一方，蒸発散量は約 42% あり，地下水流出量は降水

量の 2%程度の 80111m程度と少ない。それでも，全島に 80m111の地下水流出があるとすれば，

かつ，広範囲に地下水をl乎びこめる水文地質構造を有すると こ

干ばつ年

年間 1，100万 ln3の地下水酒養量となる。

地下水取水量は平年で、約 717万 m3 (農業用 440万m3，上水道用 27im3
) 程度であり，

には 1，237万 m3 (農業用 960万 m3・上水道用 1000μδIcm 
-一一一-ー『ー『一ー一一一寸

.....;g_N.W.L=3.05m 

一一一1981.7. 29測定

ー一一一1981.8. 6測定

500 度一叩則一伝一気
一

篭一
nu
 277万 m3

) 程度と なり ，地下水瓶養量 1，100

万ln3前後に比して3 地下水取水量はかなり

過多となっている。 事実，調査対象とした

2，791本のポー リン グのうち， 34%に当る 5 

苦E
949本に何んらかの地下水障害がみられ，

塩水浸入や水位低下な どの取水隊害

V 

} 

度
(m) 

は 18%の501本と報告されている(表2-9-36)0

のうち，
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20 

図2-9-143 電気伝導度の地下水揚水による

変化状況

(九州、|農政局計画部(引により作成〉

10 

15 

これらのボーリ ングは芦辺町や郷ノ浦町にと

くに多い。塩水浸入している地域の電気伝導

度は 300μ叫C111以上 (200C換算〉であり，

3，000μρjC111に達する もの もある。 電気伝導

度が 800μQjcm(塩素イオン濃度 300ppm)以

上を示すポーリ ングは郷ノ浦町の黒潮， 麦谷

触，片原触， 芦辺町の八幡浦，箱IU奇大左右触

などの海岸よりでみられる。箱崎大左右触に

あるボ リングでは3 揚水を開始すると深度

12mより深い部分が急激に塩水化する〈図2-

ポ7ホーノレカメラの観南薩台地(鹿児島県〉に分布する阿多浴料i凝灰岩の収*宿クラ y クの容積割合は，

測により 0.48%と実iJ1ljされている。
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872 第2編地方別にみた地下水
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9-143，位置は図2-9-138のA地点〉。
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水位低下をきたしたボーリン グは480本に及ぶ。 これはボー リングが密集 し，降雨からの酒養

が少なく，地下水を保持する水文地質構造が必ず‘ しも良好でないことによるものと思われる。

揚水量の減少は上水道用のポーリン グにもみられ，とくに， 1978年の大干ばつ時には，各町

のポーリング， 59本のうち36本 (61%)は水位低下や水量減少をきたし 7本 (12%)はポンプ

を更新し，使用不能とな った ものが8本 (14%)に達した。郷ノ浦町では203日に及ぶ給水制限

が行われた(表2-9-35)。

(猿山光男〉
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32. 平戸島

(1) 地形・地質

平戸島は長崎県の北西部にあり，平戸瀬戸をまたぐ平戸大橋〈橋長760m)によって県本土と結

ばれており，面積約 171km2である。

基盤は中新世の野島層群や平戸層群に属する礁岩をまじえた砂岩，泥岩の互層からなっている。

平戸島の北東部では，基盤岩の上位に最大層厚20mの南竜崎磯層がのっており (I)， さらにその

上位に松浦玄武岩類(鮮新世~更新世〉が重な っており ，溶岩台地を形成 している。平戸島の南西

部は中新世前期に噴出した平戸火山岩類から なる開析された火山丘陵 となっている。沖積低地の


